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防災計画の策定防災計画の策定

災
害
に
対
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
市
民
・
地

域
・
企
業
・
行
政
が
協
働
し
て
進
め

る
防
災
対
策
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
で
は
、
現
状
と
課

題
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な

ど
を
も
と
に
「
市
民
と
つ
く
る
災
害

に
強
い
ま
ち
　
な
が
は
ま
」
を
目
標

に
掲
げ
、
次
の
対
策
を
推
進
す
る
こ

と
を
防
災
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
ま
し
た
。

①
い
の
ち
を
守
る
防
災
対
策

人
命
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
し

た
防
災
対
策
を
計
画
し
、
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

②
減
災
の
考
え
方
に
よ
る
効
果
的
な

防
災
対
策

減
災
と
は
、
災
害
時
に
発
生
す
る

被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
被
害
の
発

生
を
想
定
し
た
う
え
で
、
そ
の
被
害

を
低
減
さ
せ
よ
う
と
す
る
防
災
対
策

で
す
。

最
も
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
限
ら

れ
た
予
算
や
資
源
を
集
中
し
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
効
果
的
な
防
災

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

③
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担

で
防
災
対
策

災
害
か
ら
市
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
守
る
こ
と
は
行
政
の
最
も
重
要

な
役
割
の
一
つ
で
す
が
、
市
民
や
企
業

の
皆
さ
ん
が
平
常
時
よ
り
災
害
に
対
し

て
備
え
を
強
化
し
、
い
っ
た
ん
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
自
分
の
身
を
守

り
、
さ
ら
に
は
お
互
い
が
助
け
合
う
こ

と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
市
民
・
企
業
が
自

ら
を
災
害
か
ら
守
る
「
自
助
」
と
地

域
社
会
が
互
い
を
助
け
合
う
「
共
助
」、

市
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
に
よ
る

「
公
助
」
と
の
適
切
な
役
割
分
担
に
基

づ
き
、
防
災
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

こ
の
防
災
ビ
ジ
ョ
ン
を
達
成
す
る

た
め
、
８
つ
の
施
策
を
重
点
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

①
要
援
護
者
等
の
避
難
・
救
護

②
防
災
拠
点
・
住
宅
等
の
耐
震
化

③
自
主
防
災
組
織
の
強
化
と
組
織
化

④
情
報
の
提
供
・
防
災
教
育
・
訓
練

⑤
防
災
階
層(

自
治
会
、
連
合
自
治
会
、

支
所
、
全
域)

ご
と
の
防
災
整
備

⑥
防
災
拠
点
の
整
備
と
機
能
の
充
実

⑦
地
域
特
性
に
応
じ
た
防
災
体
制

⑧
想
定
外
の
災
害
時
の
対
策

な
お
、
今
回
策
定
し
た
地
域
防
災

計
画
は
、
合
併
に
よ
り
市
域
が
拡
大

し
た
こ
と
か
ら
、
次
の
点
が
特
徴
と

し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
想
定
す
る
地
震

市
域
に
は
、
柳
ヶ
瀬
・
関
ヶ
原
断

層
帯
と
呼
ば
れ
る
活
断
層
帯
が
縦
断

し
て
お
り
、
最
大
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
・
２
の
地
震
が
起
こ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
震
が
発

生
し
た
と
き
に
備
え
た
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

市
域
は
、
か
つ
て
姉
川
地
震(

一
九

〇
九
年)

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
お

り
、
地
震
対
策
は
特
に
重
要
で
す
。

②
雪
害
対
策
の
充
実

余
呉
地
域
は
特
に
冬
季
に
大
量
の

雪
が
降
る
こ
と
か
ら
特
別
豪
雪
地
帯

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

雪
害
に
備
え
て
、
除
雪
や
雪
処
理
な

ど
の
対
策
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

③
原
子
力
災
害
対
策

原
発
立
地
自
治
体
隣
接
市
と
し
て
、

現
時
点
の
国
の
防
災
指
針
等
に
よ
る
、

予
防
対
策
・
応
急
対
策
・
事
後
対
策

に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
定
め
ま
し

た
。

市
に
は
、
そ
の
地
勢
か
ら
河
川
氾

ら
ん
や
土
砂
災
害
の
可
能
性
を
有
す

る
土
地
が
あ
る
ほ
か
、
市
直
下
あ
る

い
は
周
辺
に
活
断
層
が
確
認
さ
れ
て

い
る
た
め
、
地
震
に
よ
る
災
害
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

河
川
氾
ら
ん
で
は
、
特
に
姉
川
・

高
時
川
が
決
壊
す
る
と
き
は
、
市
の

中
心
部
一
帯
が
浸
水
す
る
可
能
性
が

あ
り
、
そ
の
被
害
は
甚
大
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
国
や
県
の
調
査
で
は
、
琵

琶
湖
や
余
呉
川
、
天
野
川
の
浸
水
想

定
区
域
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
直
下
あ
る
い
は
周
辺
に

は
、
湖
北
山
地
断
層
帯
、
柳
ヶ
瀬
・

関
ヶ
原
断
層
帯
、
琵
琶
湖
西
岸
断
層

帯
、
鈴
鹿
西
縁
断
層
帯
、
野
坂
断
層

帯
、
揖
斐
川
断
層
帯
、
集
福
寺
断
層

な
ど
の
活
断
層
帯
が
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
断
層
と
は
、
将
来
的
に
活
動
す

る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
断
層
の
こ
と

で
、
地
震
は
断
層
が
活
動
し
て
岩
盤

が
ず
れ
る
と
き
に
生
じ
る
も
の
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
市
に
最
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
地
震
は
、

柳
ヶ
瀬
・
関
ヶ
原
断
層
帯
に
起
因
す

る
も
の
で
、
最
悪
の
条
件
下
で
こ
の

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
地
震
の
規

模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
２
と
な

り
、
ほ
と
ん
ど
の
低
地
で
は
震
度
６

強
程
度
、
一
部
地
域
で
は
震
度
７
の

揺
れ
が
生
じ
、
早
朝
で
あ
れ
ば
約
一

千
人
の
死
者
が
発
生
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
を
策
定
し
ま
し
た 

東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方
を
中
心
と
し
て
か
つ
て
な
い
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
地
震
や
台
風
等
に
よ
る
災
害
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
大

き
な
被
害
と
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
広
い
市
域
で
多
岐
に
わ
た
る
災
害
等
に
対
応
し
、
被
害
を

防
止
・
軽
減
す
る
た
め
に
、
新
た
に
「
長
浜
市
地
域
防
災
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
概
要
と
災
害
想
定
・
避
難
場
所
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
原
子
力
災
害
対
策
に
か
か
る
任
意
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
策
定
中
の
た
め
、
策
定
後
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
防
災
危
機
管
理
課
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防
災
ビ
ジ
ョ
ン

災
害
想
定

地
域
防
災
計
画
の
特
徴

目
標
達
成
に
向
け
た
８
つ
の
施
策

想定震度（柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯地震） 浸水想定区域図（姉川・高時川）

■想定地震のパラメータ

項　　目

マグニチュード
断層上端深さ
走向
傾斜角
長さ
幅
震源緯度
震源経度

柳ヶ瀬・関ケ原
断層帯
8.2
0.0㎞
330°
85°
100.0㎞
15.0㎞

35°20’N
136°26’E

■想定される地震被害
柳ヶ瀬・関ケ原
断層帯地震
13,393
1,028
685
846
854
584
721
16,820
16,176

建物被害

人的被害

項　　　目

全壊棟数（棟）

負傷者（人）
避難者（人）

早朝 ５時
昼間15時
夕刻18時
早朝 ５時
昼間15時
夕刻18時

死　者（人）

重傷者（人）


